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(57)【要約】
【課題】操作性がよく、ゴミをとる性能が向上する電気
掃除機を提供する。
【解決手段】
掃除機本体２と、前記掃除機本体２と一体に取り付けら
れる吸口体４と、を備え、前記吸口体４は、ケース１１
，１２と、下面に形成される回転清掃体収納室３０と、
前記回転清掃体収納室３０に回転可能に配置される回転
清掃体４０と、前記回転清掃体４０を駆動させる電動機
２０と、を備え、前記回転清掃体４０は、筒状の基体４
４の外周面から外方に突出する刷毛である清掃刷毛４１
と、前記清掃刷毛４１の両端に設けられ、前記清掃刷毛
４１よりも密な刷毛である筒状刷毛４２，４３と、を有
することを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　掃除機本体と、
　前記掃除機本体と一体に取り付けられる吸口体と、を備え、
　前記吸口体は、
　ケースと、
　下面に形成される回転清掃体収納室と、
　前記回転清掃体収納室に回転可能に配置される回転清掃体と、
　前記回転清掃体を駆動させる電動機と、を備え、
　前記回転清掃体は、
　筒状の基体の外周面から外方に突出する刷毛である清掃刷毛と、
　前記清掃刷毛の両端に設けられ、前記清掃刷毛よりも密な刷毛である筒状刷毛と、を有
する
ことを特徴とする電気掃除機。
【請求項２】
　ハンドルと吸口体との間に、電動送風機とダストケースとを備える電気掃除機において
、
　前記吸口体は、電動機を備え、
　該電動機は、当該電気掃除機を操作するための力を低減する駆動力を与える
ことを特徴とする電気掃除機。
【請求項３】
　前記吸口体は、回転清掃体を備え、
　前記電動機は、該回転清掃体を駆動し、
　該回転清掃体の下面は当該吸口体における最下部に位置する
ことを特徴とする請求項２に記載の電気掃除機。
【請求項４】
　前記吸口体は、
　下面に形成される回転清掃体収納室と、
　前記回転清掃体収納室に回転可能に配置される回転清掃体と、
　前記回転清掃体を駆動させる電動機と、を備え、
　前記回転清掃体は、
　筒状の基体の外周面から外方に突出する刷毛である清掃刷毛と、
　前記清掃刷毛よりも密な刷毛である筒状刷毛と、を有する
ことを特徴とする請求項２または請求項３に記載の電気掃除機。
【請求項５】
　前記回転清掃体収納室の天面は、
　前記筒状刷毛と対応する天面の領域を含んで設けられている刷毛逃げ部と、
　前記回転清掃体収納室の長手方向中央部に設けられている収納室天面と、を有し、
　前記収納室天面は、前記刷毛逃げ部よりも低く形成される
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の電気掃除機。
【請求項６】
　前記回転清掃体収納室の背面側壁面から該回転清掃体収納室の前記収納室天面に、リブ
を有し、
　該リブは、正面側ほど前記回転清掃体収納室の長手方向中央部に向かうように、斜めに
設けられている
ことを特徴とする請求項５に記載の電気掃除機。
【請求項７】
　前記刷毛逃げ部は、
　前記吸口体の下面側から見て、背面側よりも正面側の方が広い
ことを特徴とする請求項６に記載の電気掃除機。
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【請求項８】
　前記吸口体の下面には、
　前記回転清掃体よりも正面側で、前記回転清掃体収納室の長手方向に離れて配置される
２つの車輪と、
　前記回転清掃体よりも背面側で、前記回転清掃体収納室の長手方向中央に配置される後
方車輪と、を有する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の電気掃除機。
【請求項９】
　前記吸口体における最下面と、前記吸口体を構成するケースにおける最下面とのギャッ
プは、２ｍｍ以上である
ことを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の電気掃除機。
【請求項１０】
　前記電動機は、前記回転清掃体にＪＩＳ　Ｃ　９１０８に規定された絨毯と接触し、軸
トルク３０ｍＮ・ｍ以上で、かつ、ブラシ回転速度が３０００ｒｐｍ以下となる駆動力を
与える
ことを特徴とする請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気掃除機に関し、特に、電気掃除機の吸口体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　床面を清掃する電気掃除機としては、床移動形（「キャニスタ型」ともいう。）電気掃
除機や、ほうき形（「縦型」または「スティック型」ともいう。）電気掃除機が知られて
いる。
【０００３】
　床移動形（キャニスタ型）電気掃除機の吸口体として、特許文献１（特開２００９－１
７９０２号公報）には、下面に開口部を有する下ケースに上ケースを被着して形成された
吸口本体と、前記吸口本体内部に形成される回転清掃体収納室と、前記回転清掃体収納室
に回転可能に配置される回転清掃体と、前記回転清掃体を駆動させる電動機を備えた電気
掃除機の吸口体において、前記回転清掃体には、左右方向に配置された清掃部材と、周方
向に配置された円筒状の刷毛とを設けたことを特徴とする電気掃除機の吸口体が開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１７９０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ほうき形（スティック型）電気掃除機は、ハンドル及び床用吸込具（吸口体
）を本体と一体にして用いる形状であり、床移動形（キャニスタ型）電気掃除機と比較し
て、吸口体を被清掃面（床面）で移動させるために、大きな操作力を要する。このため、
操作性のよいほうき形（スティック型）電気掃除機が求められている。
【０００６】
　そこで、本発明は、操作性がよい電気掃除機を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような課題を解決するために、本発明に係る電気掃除機は、掃除機本体と、前記掃
除機本体と一体に取り付けられる吸口体と、を備え、前記吸口体は、ケースと、下面に形
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成される回転清掃体収納室と、前記回転清掃体収納室に回転可能に配置される回転清掃体
と、前記回転清掃体を駆動させる電動機と、を備え、前記回転清掃体は、筒状の基体の外
周面から外方に突出する刷毛である清掃刷毛と、前記清掃刷毛の両端に設けられ、前記清
掃刷毛よりも密な刷毛である筒状刷毛と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、操作性がよい電気掃除機を提供することができる。更に、電動機によ
り回転清掃体が駆動することで、ゴミをとる性能が向上した電気掃除機を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】（ａ）は本実施形態に係る電気掃除機の斜視図であり、（ｂ）は本実施形態に係
る電気掃除機の断面図である。
【図２】本実施形態に係る電気掃除機が備える吸口体の斜視図である。
【図３】本実施形態に係る電気掃除機が備える吸口体の下面図である。
【図４】回転体を取り外した状態における吸口体の下面図である。
【図５】（ａ）は図３のＡ－Ａ線断面図であり、（ｂ）は図４のＢ－Ｂ線断面図である。
【図６】図３のＣ－Ｃ線断面図のうち、吸口体の下面側付近を拡大した部分拡大断面図で
ある。
【図７】吸口体を床面に接触させた状態における吸口体の側面図である。
【図８】図３のＣ－Ｃ線断面図であり、（ａ）は吸口継手を寝かせた状態であり、（ｂ）
は吸口継手を直立させた状態である。
【図９】本実施形態に係る電気掃除機が備える吸口体の正面図である。
【図１０】図３のＤ部拡大図である。
【図１１】図９のＥ－Ｅ線断面図のうち、ＬＥＤガイドの付近を拡大した部分拡大断面図
である。
【図１２】軸受保持部材を下ケースから取り外した状態における吸口体の下面側斜視図で
ある。
【図１３】駆動モータ（電動機）のユニット部を説明する図であり、（ａ）は駆動モータ
（電動機）のユニット部を上から見た図であり、（ｂ）は（ａ）のＦ－Ｆ線断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための形態（以下「実施形態」という）について、適宜図面を
参照しながら詳細に説明する。なお、各図において、共通する部分には同一の符号を付し
重複した説明を省略する。
【００１１】
≪電気掃除機≫
　まず、本実施形態に係る電気掃除機１について、図１を用いて説明する。図１（ａ）は
、本実施形態に係る電気掃除機１の斜視図であり、図１（ｂ）は、本実施形態に係る電気
掃除機１の断面図である。なお、図１（ａ）では、電気掃除機１を固定するとともに後述
する蓄電池２ｄ（図１（ｂ）参照）を充電する充電スタンド６に、電気掃除機１を載置し
た状態を図示している。また、図１（ｂ）では、電気掃除機１が自立した状態を図示して
いる。
【００１２】
　図１（ａ）に示すように、本実施形態に係る電気掃除機１は、ほうき形（「縦型」また
は「スティック型」ともいう。）電気掃除機であり、ハンディ本体２と、スティックハン
ドル３と、吸口体４とを、一体にして、備えている。
【００１３】
　図１（ｂ）に示すように、ハンディ本体（掃除機本体）２は、ハンディ本体入口管２ａ
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と、ダストケース２ｂと、電動送風機２ｃと、蓄電池２ｄと、を備えている。また、ハン
ディ本体２には、電気掃除機１を搬送する際に使用者が把持するハンディハンドル２ｅが
設けられている。なお、図１（ｂ）の符号Ｇは、電気掃除機１の重心を示す。
【００１４】
　スティックハンドル３は、電気掃除機１を用いて掃除をする際に使用者が把持するハン
ドルであり、ハンディ本体２の上方に設けられている。また、スティックハンドル３には
、電気掃除機１（電動送風機２ｃ）の動作／停止を切り替える電源ボタン３ａが設けられ
ている。
【００１５】
　吸口体４は、ハンディ本体２のハンディ本体入口管２ａに取り付けられている。そして
、吸口体４、ハンディ本体入口管２ａ、ダストケース２ｂ、電動送風機２ｃへと空気が流
通可能な流路５が形成されている。
【００１６】
　このように構成された電気掃除機１は、使用者が電源ボタン３ａをＯＮにすると、蓄電
池２ｄから供給された電力で電動送風機２ｃが動作して負圧を発生させる。この負圧によ
り吸口体４から空気とともにゴミ（塵埃）が吸引され、吸引された空気とゴミは流路５を
通ってダストケース２ｂへ流入する。ダストケース２ｂでは空気とゴミが分離され、ゴミ
がダストケース２ｂに回収され、ゴミが除去された空気は電動送風機２ｃへ吸引され、電
気掃除機１の機外へと排気される。
【００１７】
≪吸口体４≫
　次に、本実施形態に係る電気掃除機１が備える吸口体４について、図２から図１３を用
いて説明する。なお、以下の説明において、吸口体４の長手方向を吸口体４の左右方向と
し、吸口体４を水平な床面に置いた状態で、後述する回転清掃体収納室３０（図３参照）
が形成された側を下面側とし、後述する回転清掃体収納室３０（図３参照）が形成された
側と反対側を上面側とし、吸口体４の前進方向側を正面側とし、吸口体４の後退方向側を
背面側とする。
【００１８】
　図２は、本実施形態に係る電気掃除機１が備える吸口体４の斜視図である。
　図２に示すように、吸口体４は、上ケース１１と、下ケース１２と、吸口継手１３と、
バンパ１４と、ＬＥＤガイド１５と、を備えている。
【００１９】
　吸口継手１３の上端の流路管１３Ａは、ハンディ本体２のハンディ本体入口管２ａ（図
１（ｂ）参照）に連通し、流路５に挿入され、吸口クランプ１３Ｂにより固定される。ま
た、吸口継手１３には、導電性の２つの吸口端子１３Ｃが設けられており、吸口継手１３
をハンディ本体２のハンディ本体入口管２ａに連通し、流路５に固定することにより、蓄
電池２ｄ（図１（ｂ）参照）からの電力が供給されるようになっている。
【００２０】
　図３は、本実施形態に係る電気掃除機１が備える吸口体４の下面図である。
　図３に示すように、吸口体４（下ケース１２）の下面には、車輪２１，２２と、後方車
輪２３と、刷毛部材２４，２５と、床面検出車輪２６と、固定刷毛２７と、が設けられて
いる。また、吸口体４（下ケース１２）の下面には、固定刷毛逃げ凹部２８と、下面後方
部２９と、回転清掃体収納室３０と、が形成されている。また、回転清掃体収納室３０に
は、回転清掃体４０が配置されている。また、図９および図１０を用いて後述するが、吸
口体４の下ケース１２の正面側に集塵空間５０が形成されている。また、図１２を用いて
後述するが、取り外し可能な軸受保持部材１８が取り付けられている。
【００２１】
　車輪２１，２２は、吸口体４の左右に配置されており、回転清掃体４０（回転清掃体収
納室３０）よりも正面側（前進方向側）に配置されている。後方車輪２３は、吸口体４の
左右方向における中央に配置されており、回転清掃体４０よりも背面側（後退方向側）に
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配置されている。後方車輪（車輪）２３は、左右両側と比較して中央の径が小さい形状と
なっている。また、吸口体４の下面側から見て、車輪２１～２３を結んだ三角形（台形）
の中に、回転清掃体４０（回転清掃体収納室３０）の中心が配置されている。
【００２２】
　車輪２１，２３が床面に接地し、車輪２２が浮き上がった状態（電気掃除機１が左斜め
後方に傾いている状態）において、吸口体４の下ケース１２の下面が床面に接触する位置
に、刷毛部材２４が設けられている。また、車輪２２，２３が床面に接地し、車輪２１が
浮き上がった状態（電気掃除機１が右斜め後方に傾いている状態）において、吸口体４の
下ケース１２の下面が床面に接触する位置に、刷毛部材２５電気掃除機１が設けられてい
る。ここで、吸口体４は、基本的には車輪２１～２３で床面と接触し、電気掃除機１（図
１参照）の重さを支えるようになっている。このため、刷毛部材２４，２５は床面と常に
接触するものではなく、刷毛部材２４，２５の面積は小さくてよい。刷毛部材２４，２５
により、吸口体４が不安定な姿勢となった場合でも、下ケース１２が床面に直接接触する
ことを防止して、床面が傷つくことを防止する。
【００２３】
　床面検出車輪２６は、吸口体４が床面に設置されているかを検出するためのものである
。床面検出車輪２６が床面に接触すると、ケース（上ケース１１，下ケース１２）内に設
けられた自動復帰型の検知スイッチ（図示せず）を押して、吸口端子１３Ｃ（図２参照）
から回転清掃体４０を回転駆動させる駆動モータ（電動機）２０（後述する図１３参照）
への電力供給線（図示せず）を接続するようになっている。一方、床面検出車輪２６が床
面から離れると、検知スイッチ（図示せず）が復帰して、吸口端子１３Ｃ（図２参照）か
ら駆動モータ（電動機）２０（後述する図１３参照）への電力供給線（図示せず）を遮断
するようになっている。駆動モータ（電動機）２０は、電気掃除機１を操作するための力
を低減するだけの操作力を与えている。これにより、操作性がよい電気掃除機を提供する
ことができる。
【００２４】
　固定刷毛２７は、回転清掃体４０が配置される回転清掃体収納室３０よりも背面側（後
退方向側）に配置されている。固定刷毛２７は、床面を掃いてゴミを集めるとともに、回
転清掃体収納室３０より背面側（後退方向側）で吸口体４の下面と床面との間を閉塞する
ようになっている。また、下ケース１２の固定刷毛２７の背面側（後退方向側）には、前
述のように、固定刷毛逃げ凹部２８が形成されている。また、下ケース１２の固定刷毛逃
げ凹部２８よりも後方には、下面後方部２９が形成されている。回転清掃体４０の下面は
吸口体４における最下面に位置する。これにより、回転清掃体４０が床面と接し、駆動モ
ータ（電動機）２０により回転した回転清掃体４０が、電気掃除機１を操作するための力
を低減し、操作性がよい電気掃除機を提供することができる。
【００２５】
　回転清掃体収納室３０は、流路管１３Ａ（図２参照）と連通する空間であり、床面のゴ
ミが空気とともに吸引される空間である。また、回転清掃体収納室３０には、回転清掃体
４０が回転可能に配置されている。
【００２６】
　回転清掃体４０は、清掃刷毛４１と、清掃刷毛４１の左右両端に設けられた筒状刷毛（
自走刷毛）４２，４３と、を備えており、駆動モータ（電動機）２０（後述する図１３参
照）により、吸口体４が前進する方向（後述する図６において、時計回り）に、回転駆動
するようになっている。
【００２７】
　清掃刷毛４１は、筒状の基体４４（後述する図５（ａ）参照）の外周面から外方（径方
向）に突出する繊維等による刷毛である。なお、図３において、清掃刷毛４１はらせん状
に突出して設けられているが、これに限定されるものではない。
【００２８】
　筒状の基体４４（後述する図５（ａ）参照）の両端には、基体４４よりも大径の筒状の
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刷毛台４５，４６（後述する図５（ａ）参照）が設けられており、刷毛台４５，４６の外
周面に筒状刷毛４２，４３が設けられている。筒状刷毛４２，４３の密度は、清掃刷毛４
１の密度よりも大きくなっている。また、基体４４から筒状刷毛４２，４３の最外部まで
の高さ（長さ）は、基体４４から清掃刷毛４１の最外部までの高さ（長さ）よりも大きく
なっている。
【００２９】
　このように、回転清掃体４０の清掃刷毛４１が回転することにより、電気掃除機１のゴ
ミをとる性能を向上させることができる。加えて、回転清掃体４０の筒状刷毛４２，４３
が回転することにより、電気掃除機１の自走性（操作性）が向上する。
【００３０】
＜回転清掃体収納室＞
　次に、回転清掃体収納室３０の形状について、図４から図６を用いて説明する。図４は
、回転体４０を取り外した状態における吸口体４の下面図である。図５（ａ）は、図３の
Ａ－Ａ線断面図であり、図５（ｂ）は、図４のＢ－Ｂ線断面図である。図６は、図３のＣ
－Ｃ線断面図のうち、吸口体４の下面側付近を拡大した部分拡大断面図である。
【００３１】
　図４に示すように、回転清掃体収納室３０の天面は、回転清掃体収納室３０の左右方向
における中央の収納室天面３１と、左右両端の刷毛逃げ部３２，３３と、で形成されてい
る。また、回転清掃体収納室３０の左右方向における中央で、回転清掃体収納室３０の背
面側（後退方向側）壁面から回転清掃体収納室３０の天面に亘って、吸込口３４が設けら
れている。吸込口３４は、ホース１３Ｄ（図６参照）を介して、流路管１３Ａ（図２参照
）と連通する。また、回転清掃体収納室３０の背面側（後退方向側）壁面から回転清掃体
収納室３０の収納室天面３１に亘って、集塵リブ３５～３８が設けられている。
【００３２】
　図５（ｂ）に示すように、左右両端の刷毛逃げ部３２，３３は、中央の収納室天面３１
よりも上側に設けられている。換言すれば、回転清掃体収納室３０の天面は、左右の両端
に中央の天面（収納室天面３１）よりも凹んだ刷毛逃げ部３２，３３が設けられている。
さらに換言すれば、図５（ａ）に示すように、中央の収納室天面３１は、左右の天面（刷
毛逃げ部３２，３３）よりも、回転清掃体４０（清掃刷毛４１）に接近するように設けら
れている。さらに換言すれば、回転清掃体収納室３０は、左右両端側の内径が中央側の内
径よりも大きくなっている。
【００３３】
　そして、図５（ａ）に示すように、刷毛逃げ部３２，３３は、筒状刷毛（自走刷毛）４
２，４３と対応する天面の領域を含んで設けられている。また、収納室天面３１は、清掃
刷毛４１と対応する天面の領域に含まれて設けられている。
【００３４】
　このように、左右両端の刷毛逃げ部３２，３３を設けることにより、筒状刷毛４２，４
３と回転清掃体収納室３０の天面（刷毛逃げ部３２，３３）との隙間を保ち、摩擦係数の
高い筒状刷毛４２，４３が回転清掃体収納室３０の天面と接触して駆動モータ（電動機）
２０（後述する図１３参照）に負荷がかかることを防止することができる。これにより、
電気掃除機１の自走性（操作性）が向上する。
【００３５】
　また、中央の収納室天面３１を回転清掃体４０（清掃刷毛４１）に接近するように設け
ることにより、回転清掃体収納室３０での吸引される空気の流速を高く保つことができ、
動圧を確保することができるため、電気掃除機１のゴミをとる性能を向上させることがで
きる。
【００３６】
　図４に示すように、吸口体４の下面側から見て、集塵リブ３５～３８は、背面側（後退
方向側）よりも正面側（前進方向側）の方が、左右方向の中央に向かうように、斜めに設
けられている。また、図６に示すように、回転清掃体４０の回転軸方向に見て、集塵リブ
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３７（３５，３６，３８についても同様）の形状は、回転清掃体４０の形状に沿うように
形成されている。
【００３７】
　床面のゴミは、回転する回転清掃体４０の清掃刷毛４１により、清掃刷毛４１の背面側
（後退方向側）で掻き上げられるが、掻き上げられたゴミは集塵リブ３５～３８に沿って
中央側に向かい、最終的には中央に設けられた吸込口３４に吸引させることができる。
【００３８】
　また、図４に示すように、刷毛逃げ部３２，３３の形状も吸口体４の下面側から見て、
背面側（後退方向側）よりも正面側（前進方向側）の方が広くなるように形成することが
望ましい。このように、刷毛逃げ部３２，３３を形成することにより、刷毛逃げ部３２，
３３の内部にゴミが溜まることを防止することができる。
【００３９】
＜床面との接地＞
　次に、吸口体４の床面との接地について、図６および図７を用いて説明する。図７は、
吸口体４を床面Ｓに接触させた状態における吸口体４の側面図である。
【００４０】
　図６に示すように、吸口体４が床面と接触していない状態では、回転清掃体４０の筒状
刷毛（自走刷毛）４２（４３）は、車輪２１（２２）および後方車輪２３よりも下側に突
き出すようになっている。このため、図７に示すように、吸口体４を床面Ｓに接触させた
状態では、床面Ｓに接触した筒状刷毛４２，４３は変形して、筒状刷毛４２，４３と床面
Ｓとの接地面積が大きくなる。回転清掃体４０が回転駆動することによる電気掃除機１の
自走性を確保して、電気掃除機１の操作性を向上させることができる。
【００４１】
　一方で、吸口体４は、車輪２１～２３で床面Ｓに接地する。そして、図３で前述したよ
うに、車輪２１，２２は回転清掃体４０よりも正面側（前進方向側）に配置され、後方車
輪２３は回転清掃体４０よりも背面側（後退方向側）に配置されている。このような構成
により、筒状刷毛４２，４３と床面Ｓとの接地面積が広がりすぎないようになっている。
これにより、回転清掃体４０を回転駆動する駆動モータ（電動機）２０（後述する図１３
参照）の負荷の増大を防止し、駆動モータ（電動機）２０の過度の発熱を防止することが
できる。
【００４２】
　また、図６および図７に示すように、吸口体４の下面後方部２９の高さは、固定刷毛２
７より前方側（前進方向側）の吸口体４の下面（回転清掃体収納室３０周辺の下面）に比
較して、一段高くなっている。また、図３で前述したように、後方車輪２３は、左右両側
と比較して中央の径が小さい形状となっている。これにより、固定刷毛２７と後方車輪２
３との間にゴミが溜まることを防止することができる。
【００４３】
＜吸口継手の回動＞
　次に、吸口継手１３の回動について、図８を用いて説明する。図８は、図３のＣ－Ｃ線
断面図であり、（ａ）は吸口継手１３を寝かせた状態であり、（ｂ）は吸口継手１３を直
立させた状態である。
【００４４】
　図８（ａ）および図８（ｂ）に示すように、吸口継手１３は、吸口体４の長手方向の回
動軸（図示せず）で、回動することができるようになっている。
【００４５】
　また、図８（ｂ）に示すように、吸口継手１３を直立させた状態では、吸口継手１３の
係止面１３Ｅと、上ケース１１の係止面１１Ａが当接して、これ以上、吸口継手１３を前
方向に回動することができないようになっている。
【００４６】
　ここで、図１（ｂ）に示すように、電気掃除機１を直立させた状態（吸口継手１３を直
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立させた状態）において、電気掃除機１（回動軸Ｒで回動するハンディ本体２側）の重心
Ｇが回動軸Ｒよりも前方向になるようになっている。また、吸口体４の下面側から見て、
車輪２１～２３を結んだ三角形（台形）の中に、重心Ｇが配置されるようになっている。
これにより、電気掃除機１を直立させた状態で、安定して直立させることができるように
なっている。
【００４７】
＜集塵空間＞
　次に、集塵空間５０について、図９および図１０を用いて説明する。図９は、本実施形
態に係る電気掃除機１が備える吸口体４の正面図である。図１０は、図３のＤ部拡大図で
ある。
【００４８】
　図９に示すように、集塵空間５０は、吸口体４の下ケース１２の正面側に形成されてい
る空間であり、吸口体４を前進方向に移動させた際、ゴミを一時的に溜める空間である。
図１０に示すように、吸口体４の下面側から見て、集塵空間５０は、正面側（前進方向側
）が広いお椀を半分に切ったような形状となっており、ゴミを溜めることができるように
なっている。また、図９に示すように、吸口体４を正面から見て、バンパ１４の先端（下
端）が集塵空間５０に架かるようになっている。これにより、集塵空間５０に溜められた
ゴミを集塵空間５０から逃がしにくくなっている。
【００４９】
　そして、集塵空間５０と回転清掃体収納室３０とを接続する流路である取込口５１は、
狭くなっている。これにより、取込口５１を流れる空気の流速を速くして、集塵空間５０
に溜められたゴミを回転清掃体収納室３０に吸い込みやすくするようになっている。
【００５０】
＜ＬＥＤ＞
　図１１は、図９のＥ－Ｅ線断面図のうち、ＬＥＤガイド１５の付近を拡大した部分拡大
断面図である。
【００５１】
　ケース（上ケース１１，下ケース１２）の内部には、ＬＥＤ基板１７に実装されたＬＥ
Ｄ１６が設けられている。ＬＥＤガイド１５は、透明の樹脂で形成されており、レンズ１
５Ｌが形成されている。また、ＬＥＤ１６の中心は、ＬＥＤガイド１５（レンズ１５Ｌ）
の入射面の中心よりも上側に配置されている。また、ＬＥＤガイド１５（レンズ１５Ｌ）
の出射面の中心は、ＬＥＤガイド１５（レンズ１５Ｌ）の入射面の中心よりも下側に配置
されている。また、バンパ１４の上端は、正面側が下がるように傾斜する斜面部１４Ａが
形成されている。このような構成により、ＬＥＤ１６が発光すると、照射光はレンズ１５
Ｌにより屈折され、吸口体４の正面側床面を照らすようになっている。これにより、床面
の清掃状態を容易に確認することができる。また、ＬＥＤ基板１７を斜めに配置せずに吸
口体４の正面側床面を照らすことができるため、ＬＥＤ基板１７の配置を複雑にすること
なく作成することができる。
【００５２】
＜軸受保持部材＞
　図１２は、軸受保持部材１８を下ケース１２から取り外した状態における吸口体４の下
面側斜視図である。
【００５３】
　図１２に示すように、軸受４７は、下ケース１２と軸受保持部材１８で挟まれて固定さ
れる。軸受４７は、図５（ａ）に示すように、回転清掃体４０の筒状の基体４４の筒内に
挿入され、回転清掃体４０は、軸受４７に対して回転することができるようになっている
。
【００５４】
　図１２に示すレバー１９を押し込むように操作すると、孔１９Ａから係止部材（図示せ
ず）が軸受保持部材１８の方向に突出するようになっている。軸受保持部材１８を下ケー
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ス１２に取り付けて、レバー１９を操作することにより、軸受保持部材１８を下ケース１
２に固定することができるようになっている。一方、レバー１９を引っ張るように操作す
ると、係止部材（図示せず）が孔１９Ａの内部に引っ込むため、軸受保持部材１８を下ケ
ース１２から取り外すことができるようになっている。そして、軸受保持部材１８を取り
外すことにより、回転清掃体４０を回転清掃体収納室３０から取り外すことができるよう
になっている。
【００５５】
＜駆動モータ（電動機）ユニット＞
　図１３は、駆動モータ（電動機）２０のユニット部を説明する図であり、図１３（ａ）
は駆動モータ（電動機）２０のユニット部を上から見た図であり、図１３（ｂ）は図１３
（ａ）のＦ－Ｆ線断面図である。
【００５６】
　駆動モータ（電動機）ユニットは、駆動モータ（電動機）２０と、嵌合部４８と、ユニ
ットケース６０と、小プーリ６１と、大プーリ６２と、ベルト６３と、シャフト６４に対
して回転可能に設けられたテンショナ６５と、を備えている。また、駆動モータ（電動機
）２０のハウジングには、磁力の漏れを低減するように補助ヨーク２０Ａが取り付けられ
ている。
【００５７】
　図１３（ｂ）に示すように、駆動モータ（電動機）２０が回転すると、小プーリ６１が
回転するようになっている。小プーリ６１の回転は、ベルト６３を介して大プーリ６２に
伝達される。ここで、小プーリ６１と大プーリ６２の径の比率を大きくして、小型の駆動
モータ（電動機）２０でも、高いトルクを出力することができるようになっている。また
、テンショナ６５を設けることにより、小プーリ６１とベルト６３との接触面積を広くし
、大プーリ６２とベルト６３との接触面積を広くして、ベルト６３が滑ることを抑制して
、高いトルクを出力することができるようになっている。
【００５８】
　なお、操作力低減のために、駆動モータ（電動機）２０と回転清掃体４０の減速比を大
きくし、また、歯飛びを防止するためにテンショナ６５が設けられている。この場合の減
速比は２．９以上が望ましい。
【００５９】
　なお、操作力低減のために、掃除面（床面）との摩擦抵抗を下げることが望ましい。掃
除面との摩擦抵抗を下げるために、吸口体４の底面と掃除面とのギャップを大きくするこ
とが望ましい。本実施形態では、車輪２１，２２と吸口体４の底面との距離を２ｍｍ以上
にしている。言い換えると、掃除面（床面）と、下ケース１２との距離を２ｍｍ以上にし
ている。これにより、吸口体４と掃除面との摩擦抵抗を下げることができ、操作力を低減
することができる。
【００６０】
　なお、吸口体４の摩擦抵抗は、日本工業規格「ＪＩＳ　Ｃ　９１０８」に規定された絨
毯で１８Ｎ（往路（前進）は１２Ｎ）以下となるのが望ましい。（摩擦抵抗は、次の測定
方法により測定する。操作方向と同方向に推力を与える機構を有するもの、例えば回転ブ
ラシ等は回動自在とし（例えばタイミングベルトを除去する等にて）、「ＪＩＳ　Ｃ　９
１０８」の操作抵抗試験に準拠し測定する。）
【００６１】
　なお、操作力低減のためには、摩擦抵抗を下げることの他に回転ブラシの軸トルクが大
きいほうが望ましい。「ＪＩＳ　Ｃ　９１０８」に規定された絨毯での往路（前進）の軸
トルクは、３０ｍＮ・ｍ以上が望ましい。
【００６２】
　操作力低減の効果を奏する場合の操作力は、「ＪＩＳ　Ｃ　９１０８」に規定された操
作力測定方法により１４Ｎ以下となるのが望ましい。
【００６３】
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　「ＪＩＳ　Ｃ　９１０８」に規定された絨毯と接触し、軸トルク３０ｍＮ・ｍ以上で、
かつブラシ回転速度が３０００ｒｐｍ以下であると、操作力を低減（操作性を向上）させ
ることができる。
【００６４】
　上記構成であれば、復路（後進）の操作抵抗よりも、往路（前進）の操作抵抗が低くな
る。
【００６５】
　そして、大プーリ６２が回転することにより、嵌合部４８が回転するようになっている
。嵌合部４８は、図５（ａ）に示すように、回転清掃体４０の刷毛台４５側端部と嵌合す
ることができるようになっている。これにより、嵌合部４８の回転力を回転清掃体４０に
伝達することができるようになっている。
【００６６】
　また、駆動モータ（電動機）ユニットが、ユニットケース６０で一体に形成されている
ことにより、ロスなく駆動モータ（電動機）２０の回転力を嵌合部４８（回転清掃体４０
）に伝達することができる。
【００６７】
　なお、本実施形態では、蓄電池２ｄを用いた電気掃除機１であるものとして説明したが
これに限られるものではない。上記構成及び効果を備えれば、電源コードを直付けとした
り、コードリールを備え、壁等のコンセントから電力を得る電気掃除機でもよいし、蓄電
池とコードリールの両方を備え、状況に応じて電力を得る電気掃除機でもよい。
【００６８】
　なお、本実施形態では、筒状刷毛４２，４３（自走刷毛）が清掃刷毛４１の両端に設け
られているがこの限りではない。操作力を低減するという効果を奏すれば固定刷毛２７を
備えない電気掃除機でもよい。
【符号の説明】
【００６９】
１　　　　　電気掃除機
２　　　　　ハンディ本体（掃除機本体）
２ａ　　　　ハンディ本体入口管
２ｂ　　　　ダストケース
２ｃ　　　　電動送風機
２ｄ　　　　蓄電池
２ｅ　　　　ハンディハンドル
３　　　　　スティックハンドル
３ａ　　　　電源ボタン
４　　　　　吸口体
５　　　　　流路
６　　　　　充電スタンド
１１　　　　上ケース（ケース）
１１Ａ　　　係止面
１２　　　　下ケース（ケース）
１３　　　　吸口継手
１３Ａ　　　流路管
１３Ｂ　　　吸口クランプ
１３Ｃ　　　吸口端子
１３Ｄ　　　ホース
１３Ｅ　　　係止面
１４　　　　バンパ
１４Ａ　　　斜面部
１５　　　　ＬＥＤガイド
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１５Ｌ　　　レンズ
１６　　　　ＬＥＤ
１７　　　　ＬＥＤ基板
１８　　　　軸受保持部材
１９　　　　ロックレバー
２０　　　　駆動モータ（電動機）
２０Ａ　　　補助ヨーク
２１，２２　車輪
２３　　　　後方車輪
２４，２５　刷毛部材
２６　　　　床面検出車輪
２７　　　　固定刷毛
２８　　　　固定刷毛逃げ凹部
２９　　　　下面後方部
３０　　　　回転清掃体収納室
３１　　　　収納室天面
３２，３３　刷毛逃げ部
３４　　　　吸込口
３５～３８　集塵リブ
４０　　　　回転清掃体
４１　　　　清掃刷毛
４２，４３　筒状刷毛（自走刷毛）
４４　　　　基体
４５，４６　刷毛台
４７　　　　軸受
４８　　　　嵌合部
５０　　　　集塵空間
５１　　　　取込口
６１　　　　小プーリ
６２　　　　大プーリ
６３　　　　ベルト
６４　　　　シャフト
６５　　　　テンショナ
Ｇ　　　　　重心
Ｓ　　　　　床面
Ｒ　　　　　回動軸



(13) JP 2017-221785 A 2017.12.21

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 2017-221785 A 2017.12.21

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(15) JP 2017-221785 A 2017.12.21

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(16) JP 2017-221785 A 2017.12.21

【図１３】



(17) JP 2017-221785 A 2017.12.21

10

フロントページの続き

(72)発明者  多田　健一
            東京都港区海岸一丁目１６番１号　日立アプライアンス株式会社内
(72)発明者  矢吹　祐輔
            東京都港区海岸一丁目１６番１号　日立アプライアンス株式会社内
(72)発明者  矢部　啓一
            東京都港区海岸一丁目１６番１号　日立アプライアンス株式会社内
(72)発明者  工藤　弘樹
            東京都港区海岸一丁目１６番１号　日立アプライアンス株式会社内
(72)発明者  山本　亘
            東京都港区海岸一丁目１６番１号　日立アプライアンス株式会社内
(72)発明者  豊島　久則
            東京都港区海岸一丁目１６番１号　日立アプライアンス株式会社内
Ｆターム(参考) 3B061 AA06  AA15  AA26  AA35  AB02  AB09  AB10  AD04  AD17  AE03 
　　　　 　　        AE12 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

